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本
書
は
著
者
が
こ
の
一
0
年
ほ
ど
の
間
に
人
権
に
つ
い
て
様
々
な
角
度

か
ら
考
え
、
一
部
は
英
語
や
日
本
語
で
公
表
し
て
い
た
も
の
を
、
ニ
―
世

紀
の
人
類
社
会
全
体
に
妥
当
し
正
統
性
を
も
ち
う
る
人
権
観
は
何
か
、
と

い
う
主
題
を
中
心
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
全
体
は
七
章
三
五
0
頁
に

も
な
る
大
部
な
も
の
で
あ
り
、
読
破
す
る
に
は
相
当
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必

要
で
あ
る
。

本
書
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
序
問
題
の
所
在
。
第
一
章
国

際
秩
序
を
揺
る
が
す
三
つ
の
相
剋
と
文
際
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
必
要
性
。
第

二
章
国
際
社
会
に
お
け
る
自
然
権
思
想
。
第
三
章
人
権
は
主
権
を
越

え
る
か
ー
不
干
渉
原
則
と
「
普
遍
的
価
値
」
と
の
相
剋
。
第
四
章
人

権
の
普
遍
性
対
相
対
性
論
争
と
現
行
人
権
基
準
の
問
題
性
。
第
五
章
欧

米
中
心
主
義
、
自
由
権
中
心
主
義
、
個
人
中
心
主
義
の
問
題
。
第
六
章

人
権
の
普
遍
化
と
非
欧
米
諸
国
。
第
七
章
文
際
的
人
権
観
の
模
索
。

著
者
は
こ
う
し
た
本
書
の
構
成
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
う
。
ま
ず
、

人
権
を
め
ぐ
る
基
本
的
な
三
つ
の
相
剋
、
日
経
済
、
情
報
の
国
際
化
と
主

大
沼
保
昭
著

「
人
権
、
国
家
、
文
明
』

（
筑
摩
書
房
、

一
九
九
八
年
、
三
五
三
＋

li
頁）

紹

介

，
 

本
書
の
神
髄
を
手
っ
取
り
早
く
知
る
に
は
、
第
一
章
と
第
七
章
を
読
む

10

（一）

権
国
家
体
制
と
の
相
剋
、
口
人
間
尊
厳
の
世
界
的
希
求
と
途
上
国
の
被
害

者
意
識
と
の
相
剋
、
口
経
済
力
と
知
的
覇
権
と
の
国
際
的
亀
裂
、
を
概
観

し
、
こ
の
相
剋
を
克
服
す
る
文
際
的
視
点
の
必
要
性
を
述
べ
る
第
一
章
、

次
い
で
、
人
権
思
想
の
先
行
観
念
で
あ
る
自
然
権
思
想
と
そ
の
発
想
枠
組

み
が
国
際
関
係
に
お
い
て
も
つ
意
味
を
、
人
民
の
権
利
、
国
家
平
等
原
則
、

「
権
利
」
の
も
つ
訴
求
力
な
ど
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
第
二
章
、
第
三
に
、

人
権
の
国
際
的
保
障
の
意
味
を
一
般
的
に
検
討
す
る
と
と
も
に
、
「
人
権

対
国
家
主
権
」
の
極
限
状
況
と
も
い
う
べ
き
大
規
模
か
つ
深
刻
な
人
権
侵

害
阻
止
の
た
め
の
国
際
的
干
渉
の
正
統
性
と
合
法
性
の
問
題
を
考
察
す
る

第
三
章
、
さ
ら
に
、
第
三
章
で
示
唆
し
た
人
権
評
価
基
準
の
正
統
性
の
問

題
を
旧
来
の
「
人
権
の
普
遍
性
対
相
対
性
」
の
枠
組
み
で
概
観
し
、
問
題

を
指
摘
す
る
第
四
章
、
続
い
て
、
欧
米
中
心
主
義
・
自
由
権
中
心
主
義
・

個
人
中
心
主
義
と
い
う
三
つ
の
位
相
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
「
普
遍
的
」

と
さ
れ
て
き
た
人
権
基
準
の
問
題
性
を
明
ら
か
に
す
る
第
五
章
、
他
方
で
、

こ
う
し
た
人
権
の
疑
似
普
遍
性
に
抵
抗
し
て
き
た
途
上
国
を
中
心
と
す
る

非
欧
米
諸
国
の
主
張
の
問
題
性
を
、
あ
る
時
期
・
社
会
に
支
配
的
な
宗
教

や
文
化
の
解
釈
の
絶
対
化
の
誤
謬
お
よ
び
国
際
公
共
秩
序
へ
の
積
極
的
参

与
の
不
在
と
い
う
点
か
ら
指
摘
す
る
第
六
章
、
そ
し
て
、
最
後
は
、
こ
う

し
た
議
論
を
踏
ま
え
て
真
に
地
球
的
規
模
の
正
統
性
を
も
つ
文
際
的
人
権

の
手
が
か
り
を
示
唆
す
る
最
終
章
で
あ
る
。
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の
が
よ
い
。
第
一
章
に
お
い
て
「
文
際
的
人
権
観

(ginterciviliza,

tional 
a
p
p
r
o
a
c
h
 to 
h
u
m
a
n
 rights)

が
率
g

ら
れ
る
。
著
者
の
い
う

「
文
際
的
人
権
観
」
は
、
人
権
の
押
し
つ
け
へ
の
途
上
国
の
反
発
、
法
と

個
人
を
中
心
と
す
る
発
想
と
は
異
な
る
文
化
、
宗
教
、
社
会
的
慣
習
と
人

権
の
普
遍
化
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
か
、
と
い
う
課
題
に

応
え
る
―
つ
の
試
み
で
あ
り
、
人
権
を
単
に
そ
れ
が
生
ま
れ
育
っ
た
近
代

の
欧
米
中
心
の
文
明
の
枠
組
み
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、
歴
史
的
に
そ
れ

と
並
列
し
、
二
十
一
世
紀
に
は
近
代
文
明
の
行
き
過
ぎ
と
限
界
を
克
服
す

る
た
め
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
東
ア
ジ
ア
文
明
、
イ
ス
ラ
ー
ム
文
明
な

ど
の
他
の
文
明
の
観
点
か
ら
も
捉
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、

人
権
の
理
念
と
人
権
保
障
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
ア
ジ
ア
諸
民
族
を
含
む
人
類

に
実
際
に
も
た
ら
し
た
、
ま
た
今
後
も
た
ら
し
う
る
利
益
は
巨
大
な
も
の

で
あ
り
、
そ
の
点
は
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
、
と
。
著

者
に
と
っ
て
、
人
権
は
、
な
に
よ
り
も
自
ら
の
切
実
な
要
求
を
自
ら
の
知

恵
と
力
で
実
現
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
そ
の
根
本
的
意
義
が
あ
り
、
途
上
国

に
お
け
る
深
刻
な
人
権
侵
害
と
そ
れ
へ
の
先
進
国
中
心
の
対
症
療
法
的
対

応
と
い
う
図
式
が
続
く
限
り
、
人
権
の
地
球
的
規
模
の
普
遍
化
と
浸
透
に

は
巨
大
な
障
碍
が
残
り
続
け
る
か
ら
で
あ
る
。
著
者
の
い
う
文
際
的
視
点

は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
や
儒
教
圏
、
キ
リ
ス
ト
教
隠
な
ど
、
そ
も
そ
も
国
家

を
越
え
た
地
域
的
広
が
り
を
も
つ
存
在
、
活
動
に
着
目
し
、
そ
の
意
義
を

強
調
す
る
。
ま
た
、
文
際
的
視
点
は
、
文
明
の
複
数
存
在
に
着
目
し
、
支

配
的
文
明
の
過
大
な
影
響
力
を
制
約
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
国
際
的
」
問

題
を
考
察
す
る
上
で
、
「
民
際
的
」
（
日
ansnational)
視
点
と
と
も
に
、
有

用
な
是
正
的
・
補
完
的
機
能
を
果
た
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
ま
た
、

著
者
に
よ
れ
ば
、
文
際
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
今
後
安
全
保
障
、
環
境
、
経
済

等
の
諸
分
野
で
試
み
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
そ
の
過
程
で
方
法
と

し
て
批
判
さ
れ
、
確
立
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
本
書
は
そ
う
し
た
国

際
問
題
一
般
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
文
際
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
人
権
分
野
に
お

け
る
試
み
で
あ
る
。

第
七
章
に
お
い
て
著
者
は
文
際
的
人
権
観
を
模
索
す
る
。
ま
ず
、
著
者

は
、
人
権
が
社
会
権
や
自
決
権
を
含
む
包
括
的
人
権
に
変
容
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
初
め
て
地
球
的
規
模
の
普
遍
的
人
権
と
な
り
え
た
、
と
言
う
認
識

を
示
す
。
そ
し
て
、
世
界
人
権
宣
言
、
国
際
人
権
規
約
、
ウ
イ
ー
ン
人
権

宣
言
を
中
心
と
す
る
国
際
人
権
規
範
の
総
体
は
、
今
日
国
際
社
会
の
圧
倒

的
多
数
を
占
め
る
国
々
の
明
示
的
・
黙
示
的
承
認
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、

国
際
的
正
統
性
を
も
つ
が
、
そ
の
ま
ま
で
は
民
際
的
・
文
際
的
正
統
性
を

も
つ
も
の
で
は
な
く
、
民
際
的
・
文
際
的
正
統
性
は
別
個
に
検
討
し
抽
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
言
う
。
具
体
的
作
業
は
、
し
た
が
っ
て
、
現

行
の
国
際
人
権
文
書
を
手
が
か
り
に
文
際
的
視
点
か
ら
補
完
是
正
す
る
と

い
う
方
法
に
よ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
際
、
個
別
文
化
・
宗
教
に
よ
る
人

権
の
基
礎
づ
け
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、
単
に
生
き
た
宗
教
・
社
会
規
範
の

共
通
性
を
探
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
共
通
性
の
背
後
に
あ
る
根
本
理
念

や
体
系
性
と
の
関
連
で
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
国
際
公
共

的
視
点
が
不
可
欠
で
あ
る
、
と
言
う
。
そ
し
て
、
国
際
人
権
文
書
は
「
国

家
間
の

inter's5te
」
人
権
観
で
あ
り
、
「
政
府
間

inter,governmental」

の
人
権
観
で
あ
る
の
で
、
民
際
的
視
点
か
ら
の
批
判
的
検
討
が
必
要
と
さ

(768) 110 



紹 介

れ
る
が
、
国
家
や
国
際
組
織
と
並
ん
で
一
定
の
公
共
性
を
担
う
も
の
と
性

格
づ
け
ら
れ
る

N
G
0
の
活
動
が
重
要
で
あ
る
、
と
言
う
。
こ
の
第
七
章

の
著
者
の
比
較
文
明
論
的
記
述
は
圧
巻
で
あ
る
。
た
だ
、
著
者
は
支
配
文

化
の
中
に
お
け
る
批
判
検
討
の
必
要
を
も
説
い
て
い
る
の
で
、
武
者
小
路

公
秀
の
政
治
文
化
論
か
ら
提
唱
す
る
文
化
的
共
鳴
の
理
論
と
は
必
ず
し
も

同
じ
で
は
な
い
が
、
文
明
の
共
存
の
世
界
で
の
方
法
論
と
し
て
は
、
文
化

を
支
配
文
化
・
残
存
文
化
・
新
興
文
化
に
分
け
る
論
も
一
考
に
値
す
る
よ

う
に
思
え
る
（
同
「
人
権
概
念
の
普
遍
性
と
多
元
性
」
国
際
人
権
創
刊
号

参
照
）
。
現
在
の
国
際
社
会
に
つ
い
て
、
私
は
一
九
六

0
年
の
植
民
地
独

立
付
与
宜
言
に
よ
っ
て
い
ず
れ
か
の
文
明
が
優
位
す
る
と
い
う
の
で
は
な

い
対
等
な
多
様
な
文
明
か
ら
な
る
普
遍
的
国
際
社
会
の
成
立
が
確
認
さ
れ

た
と
の
認
識
を
も
つ
（
拙
著
「
普
遍
的
国
際
社
会
の
成
立
」
(
-
九
九
六
、

有
斐
閣
）
の
で
、
著
者
の
指
摘
は
私
に
は
大
い
に
刺
激
的
で
あ
る
。

第
二
章
は
国
際
社
会
に
お
け
る
自
然
権
思
想
を
取
り
扱
う
。
著
者
の
ビ

ト
リ
ア
、
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
、
ホ
ッ
ブ
ス
、
ヴ
ァ
ッ
テ
ル
論
に
は
聞
く
べ
き

も
の
が
多
い
。
著
者
の
国
際
人
権
保
障
に
関
す
る
基
本
的
認
識
は
、
国
際

人
権
保
障
が
現
代
国
際
法
の
最
も
顕
著
な
特
質
の
―
つ
で
あ
る
と
す
る
が
、

国
際
人
権
保
障
の
確
立
が
以
前
か
ら
進
行
し
て
い
た
各
国
憲
法
に
よ
る
自

然
権
の
実
定
化
の
国
際
社
会
へ
の
波
及
と
い
う
性
格
を
も
っ
て
い
る
、
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
前
後
の
悲
惨
な
体
験
を
経
て
戦
後

の
各
国
は
戦
前
よ
り
は
る
か
に
徹
底
し
た
人
権
保
障
規
定
を
も
つ
憲
法
を

に）

制
定
し
た
、
と
言
う
。
し
か
し
、
私
な
ど
は
、
国
際
人
権
保
障
の
契
機
に

つ
い
て
は
、
単
に
「
国
際
社
会
へ
の
波
及
」
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、
第

二
次
大
戦
が
民
主
主
義
や
人
権
保
障
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
正
面
に
出

し
た
戦
争
で
あ
っ
た
点
に
求
め
る
（
拙
稿
「
世
界
人
権
宣
言
採
択
の
経
緯

と
意
義
」
国
際
問
題
一
九
九
八
年
六
月
四
五
九
号
参
照
）
の
で
、
著
者
の

こ
の
認
識
は
若
干
奇
異
な
感
じ
を
受
け
る
。
第
三
章
は
、
人
権
は
主
権
を

超
え
る
か
、
と
い
う
問
い
に
答
え
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
人
権
侵
害
に
対

し
て
、
ど
の
よ
う
な
主
体
が
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
関
与
す
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
る
か
、
を
具
体
的
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
人
権
の
国

際
的
履
行
確
保
制
度
と
現
行
制
度
の
欠
陥
を
埋
め
る
た
め
の
道
、
と
く
に

人
道
的
干
渉
を
論
じ
る
。
第
四
章
で
は
、
人
権
の
普
遍
性
対
相
対
性
の
議

論
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
う
し
た
議
論
の
枠
組
み
自
体
を
対
象
化
し
、
各
国

の
人
権
状
況
を
客
観
的
に
評
価
し
て
、
国
際
社
会
の
限
ら
れ
た
資
源
を
最

大
効
果
的
に
人
権
状
況
の
改
善
に
投
入
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
人
権
評
価
基
準
に
も
問
題
が
あ
り
、
と
く
に
主
要
人
権

N
G

0
は
社
会
権
へ
の
関
心
を
ほ
と
ん
ど
も
た
ず
、
自
由
権
中
心
で
あ
る
こ
と

を
指
摘
す
る
。

第
五
章
は
、
欧
米
中
心
主
義
、
自
由
権
中
心
主
義
、
個
人
中
心
主
義
批

判
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
著
者
は
言
う
。
確
か
に
、
人
権
は
「
国
家
権
力

に
よ
る
侵
害
か
ら
個
人
を
保
護
す
る
も
の
」
と
し
て
近
代
欧
州
に
誕
生
し

た
が
、
次
第
に
自
由
権
の
み
な
ら
ず
、
社
会
権
も
包
摂
す
る
よ
う
に
な
り
、

697
 

と
く
に
、
八
0
年
代
以
降
は
多
く
の
学
者
・
実
務
家
が
、
権
利
と
し
て
実

質
化
す
る
こ
と
に
努
力
を
払
っ
て
お
り
、
そ
の
努
力
は
欧
州
を
中
心
に
実
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以
上
が
私
の
本
書
の
大
ま
か
な
読
み
と
り
で
あ
る
。
以
下
、
私
の
読
み

口

り
つ
つ
あ
る
、
と
。
そ
し
て
、
著
者
は
、
自
由
権
中
心
主
義
と
そ
の
歴
史

的
背
景
に
つ
い
て
、
経
済
的
に
十
分
「
先
進
的
な
」
状
態
と
な
っ
た
二
〇

世
紀
後
半
に
至
っ
て
初
め
て
、
欧
米
諸
国
は
自
由
権
的
人
権
を
体
制
維
持

の
重
要
な
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
掲
げ
政
府
も
一
般
市
民
も
重
大
な
関
心
を
も

つ
よ
う
に
な
っ
た
、
と
言
う
。
そ
し
て
、
自
由
権
中
心
主
義
克
服
の
動
き

で
は
、
途
上
国
に
よ
る
生
存
権
の
主
張
と
先
進
国
の
人
権
理
論
に
お
け
る

社
会
権
の
重
要
性
認
識
の
高
ま
り
を
指
摘
す
る
。

第
六
章
で
は
、
途
上
国
の
相
対
的
人
権
論
の
問
題
性
を
「
主
権
国
家
、

民
族
主
義
と
人
権
」
「
不
干
渉
原
則
と
人
権
」
「
国
際
人
権
文
書
の
文
際
性

と
途
上
国
に
お
け
る
社
会
権
の
重
要
性
」
「
人
権
の
普
遍
化
と
途
上
国
の
課

題
」
に
分
け
て
論
じ
、
さ
ら
に
、
国
際
人
権
保
障
と
日
本
を
取
り
上
げ
、

「
日
本
に
お
け
る
国
際
人
権
へ
の
関
心
」
「
日
本
に
お
け
る
国
際
人
権
観
の

問
題
性
と
可
能
性
」
「
文
際
的
人
権
観
か
ら
の
眺
め
」
に
分
け
て
論
じ
て
い

る
。
著
者
は
、
日
本
の
国
際
政
治
学
や
国
際
法
学
に
つ
い
て
、
と
く
に
人

権
理
論
に
つ
い
て
日
本
の
研
究
者
の
自
由
権
中
心
主
義
に
は
、
研
究
者
に

も
共
通
す
る
欧
米
中
心
主
義
、
学
問
に
お
け
る
脱
亜
入
欧
的
発
想
、
と
く

に
「
人
権
先
進
国
米
国
」
へ
の
過
度
の
思
い
入
れ
と
い
っ
た
要
素
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
、
と
言
う
。
そ
し
て
、
国
際
法
学
は
憲
法
学
な
ど
に
比

較
し
て
さ
え
自
由
権
・
社
会
権
の
峻
別
論
と
自
由
権
中
心
主
義
が
強
か
っ

た
、
と
断
定
す
る
。

と
っ
た
限
り
で
、
こ
う
し
た
著
者
の
認
識
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
問
題

を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
た
と
え
ば
、
第
二
次
大
戦
後
ベ
ト
ナ
ム
が
そ
の

独
立
宣
言
の
中
で
引
用
し
た
ア
メ
リ
カ
独
立
宣
言
や
フ
ラ
ン
ス
人
権
宣
言

か
ら
人
権
の
歴
史
を
始
め
る
と
し
て
、
こ
う
し
た
十
八
世
紀
、
十
九
世
紀

に
見
ら
れ
る
古
典
的
な
人
権
宣
言
が
自
由
権
を
中
心
に
し
た
の
は
、
産
業

革
命
が
は
じ
ま
り
商
品
経
済
の
自
由
競
争
に
な
る
と
、
こ
の
社
会
を
担
っ

た
新
興
勢
力
に
と
っ
て
自
由
と
財
産
こ
そ
が
最
大
の
要
求
物
で
あ
り
、
し

た
が
っ
て
、
国
家
か
ら
の
自
由
が
必
要
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
、
と
通
常

は
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
自
由
に
物
を
所
有
し
、

自
由
に
契
約
を
結
び
、
自
由
に
経
済
活
動
を
営
む
こ
と
の
で
き
る
経
済
社

会
に
入
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
に
、
今
日
の
資
本
主
義
社
会
の
出
発
点
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
歴
史
が
示
す
よ
う
に
、
経
済
的
自
由
の
無
制
限

な
行
使
の
結
果
、
生
産
と
富
の
著
し
い
増
大
を
も
た
ら
す
と
同
時
に
貧
困

と
飢
餓
と
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
人
々
を
生
み
出
し
、
近
代
国
家
の
基
礎
と

な
っ
て
い
る
所
有
権
の
絶
対
性
と
契
約
の
自
由
に
制
限
を
加
え
て
国
家
が

積
極
的
に
国
民
生
活
を
規
制
し
、
国
民
生
存
に
配
慮
す
る
こ
と
が
要
請
さ

れ
、
現
代
の
福
祉
国
家
な
い
し
社
会
国
家
が
芽
生
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
一
言
で
言
え
ば
、
経
済
的
自
由
の
保
障
の
相
対
化
で
あ
る
。
も
っ
と

も
、
こ
う
し
た
社
会
権
的
基
本
権
の
本
格
的
展
開
は
、
周
知
の
よ
う
に
、

第
一
次
大
戦
後
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
自
由
権
と
社
会
権
と
は
、

権
利
の
形
式
的
法
構
造
の
相
違
か
ら
で
は
な
く
、
む
し
ろ
目
的
と
結
び
つ

い
た
実
質
的
な
法
構
造
の
違
い
と
い
う
面
か
ら
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
つ
ま
り
、
自
由
権
は
、
平
等
な
個
人
の
存
在
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
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自
由
な
活
動
を
保
障
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
社
会
権

は
個
人
と
個
人
と
の
間
に
は
社
会
的
な
地
位
に
実
質
的
な
違
い
が
あ
る
こ

と
を
前
提
と
し
て
、
強
い
個
人
の
自
由
権
に
対
し
て
一
定
の
制
限
を
加
え

る
と
と
も
に
、
弱
い
個
人
に
対
し
て
は
、
単
純
な
自
由
の
保
障
に
と
ど
ま

ら
ず
、
か
え
っ
て
そ
の
生
存
を
保
障
す
る
た
め
に
、
国
家
が
一
定
の
保
護

を
与
え
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
（
拙
著
「
憲
法
と
国
際
環
境
」
（
初
版
一
九

七
六
、
有
信
堂
）
参
照
）
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
す
で
に
ラ
ー
ト
プ
ル
フ

が
指
摘
し
た
よ
う
に
（
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
著
作
集
第
五
巻
「
法
に
お
け
る
人

間
」
）
一
九
六
二
、
東
大
出
版
）
参
照
）
、
人
間
観
を
い
わ
ゆ
る
抽
象
的
人

間
か
ら
具
体
的
人
間
へ
と
転
換
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
克
服
さ
れ
て
き
た
も

の
で
あ
る
。
自
決
権
に
よ
っ
て
独
立
を
達
成
し
た
諸
国
と
の
関
係
で
は
、

こ
う
し
た
人
権
を
め
ぐ
る
こ
れ
ま
で
の
学
問
の
知
的
蓄
積
は
大
き
な
意
味

を
も
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
現
代
の
日
・
米
・
欧
の
国
家
を
考
え
る
場

合
、
従
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
の
経
済
的
自
由
の
保
障
の
相
違
、
資
本

主
義
の
有
り
様
が
異
な
る
こ
と
を
念
頭
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

ま
た
、
途
上
国
の
貧
困
や
教
育
の
問
題
が
解
決
し
な
い
の
は
、
先
進
国

に
お
い
て
自
由
権
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
社
会
権
に
目
が
い
か
な
い
こ
と
が

問
題
な
の
で
は
な
く
、
現
在
の
人
権
保
障
が
国
家
単
位
で
あ
る
こ
と
が
問

題
な
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
国
際
共
同
体

(International

C
o
m
m
u
n
i
t
y
国
際
社
会
）
に
基
礎
を
も
つ
国
際
連
帯
が
社
会
権
に
関
し

て
機
能
し
て
い
な
い
こ
と
が
問
題
で
あ
り
、
国
家
単
位
で
あ
れ
ば
、
人
権

に
社
会
権
が
含
ま
れ
た
と
し
て
も
、
さ
し
た
る
資
源
も
な
く
一
人
あ
た
り

G
N
P
が
五
百
ド
ル
以
下
の
国
々
に
と
っ
て
、
そ
の
国
民
に
十
分
と
ま
で

（四）

は
言
わ
ず
と
も
、
「
人
間
に
値
す
る
」
衣
食
住
や
教
育
な
ど
人
権
を
保
障

す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
（
拙
稿
「
地
球
社
会
の
人
権
論
の
構
築
|
|
＇

国
民
国
家
的
人
権
論
の
克
服
」
国
際
人
権
創
刊
号
お
よ
び
前
掲
拙
著
参

照）。個
人
中
心
主
義
に
つ
い
て
、
著
者
は
、
支
配
的
人
権
観
に
お
い
て
「
人

1
1
個
人
」
と
い
う
発
想
が
支
配
的
で
あ
っ
た
た
め
、
植
民
地
支
配
下
に
あ

る
人
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
少
数
者
、
女
性
、
先
住
民
、
農
奴
・
隷
農
的
地
位

に
あ
る
人
々
な
ど
の
尊
厳
に
対
す
る
集
団
的
・
構
造
的
抑
圧
の
問
題
は
長

い
間
人
権
の
問
題
と
し
て
意
識
さ
れ
、
定
式
化
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
、

と
言
う
。
し
か
し
、
法
思
想
に
お
け
る
個
人
主
義
の
問
題
は
、
著
者
も
指

摘
す
る
よ
う
に
、
国
家
と
個
人
あ
る
い
は
国
家
と
社
会
と
個
人
の
関
わ
り

の
中
で
論
じ
ら
れ
る
（
た
と
え
ば
著
者
引
用
の
樋
口
陽
一
「
権
カ
・
個

人
・
憲
法
学
」
(
-
九
八
九
、
学
陽
書
房
）
参
照
）
。
樋
口
の
見
地
は
、
無

頓
着
な
「
法
人
の
人
権
」
論
に
よ
っ
て
個
人
の
尊
厳
を
後
退
さ
せ
る
論
法

が
採
用
さ
れ
て
い
る
日
本
国
で
は
、
中
間
団
体
の
敵
視
の
上
に
あ
え
て

「
ア
ト
ム
的
個
人
」
を
析
出
さ
せ
た
ジ
ャ
コ
バ
ン
型
個
人
主
義
の
問
題
意

識
を
、
す
く
な
く
と
も
一
度
は
本
格
的
に
追
体
験
す
る
こ
と
の
方
が
重
要

で
は
な
い
か
、
と
い
う
点
に
あ
る
（
同
書
三
五
頁
）
。
も
っ
と
も
、
個
人

の
人
権
と
し
て
の
人
権
の
基
本
的
性
格
を
徹
頭
徹
尾
重
視
す
る
と
い
う
見

地
を
貫
く
と
、
著
者
の
指
摘
の
よ
う
に
、
マ
イ
ノ
リ
テ
イ
集
団
の
権
利
保

障
に
は
問
題
が
出
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
私
の
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
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ア
フ
ァ
ー
マ
テ
イ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
も
の
を
、
こ
れ
ま
で
不
均
等

な
取
り
扱
い
を
受
け
て
き
た
集
団
に
対
し
集
団
そ
の
も
の
を
権
利
主
体
と

し
て
認
め
る
と
い
う
立
場
を
と
り
専
ら
平
等
を
実
現
す
る
た
め
の
制
度
と

す
れ
ば
、
肯
定
的
に
な
り
、
単
純
に
個
人
主
義
対
集
団
主
義
の
問
題
と
し

て
捉
え
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。

な
お
、
人
類
の
歴
史
の
な
か
で
現
在
ほ
ど
国
家
権
力
が
強
大
で
あ
っ
た

こ
と
は
な
く
、
そ
れ
だ
け
に
自
由
権
の
も
つ
重
要
性
は
強
ま
っ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
著
者
も
引
用
す
る
よ
う
に
、
一
九
九
八
年
度
ノ
ー
ベ
ル
経
済

学
賞
を
受
賞
し
た
ア
マ
ル
テ
イ
ア
・
セ
ン
は
貧
困
撲
滅
に
は
公
共
行
動
が

必
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
表
現
の
自
由
や
報
道
の
自
由
、
自
由
選
挙
の
保

障
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
自
由
権
の
重
要
性
を
強
く
主
張
し
て
い

る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
こ
う
（
「
貧
困
と
飢
饉
」
（
二
0
0
0
、
岩
波
書
店
）
）
。

ま
た
、
途
上
国
が
自
由
権
で
は
な
く
生
存
権
を
主
張
す
る
、
と
い
う
著

者
の
認
識
に
つ
い
て
、
自
由
権
と
社
会
権
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
た
伊
東

す
み
子
が
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
た
こ
と
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
「
開

発
途
上
国
に
と
っ
て
人
権
と
は
、
個
人
よ
り
は
人
民
の
問
題
で
あ
り
、
西

洋
的
伝
統
と
法
思
考
に
よ
り
概
念
規
定
さ
れ
た
市
民
的
、
政
治
的
権
利
と

い
う
よ
り
は
、
先
進
国
に
と
っ
て
不
当
に
有
利
な
現
行
経
済
構
造
の
変
革

を
通
じ
て
の
富
の
再
配
分
で
あ
り
、
市
民
的
、
政
治
的
人
権
の
侵
害
は
、

そ
れ
が
大
規
模
か
つ
重
大
と
呼
べ
る
域
に
達
す
る
も
の
で
な
い
限
り
は
問

題
と
し
て
取
り
上
げ
る
必
然
性
に
乏
し
く
、
逆
に
内
政
干
渉
の
性
質
を
帯

び
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
が
、
開
発
途
上
国
の
切
実
か
つ
赤
裸
々
な
訴

え
で
あ
る
と
み
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
」
（
同
「
女
性
・
人
権
•
N
G
o

」

以
上
い
く
つ
か
の
論
点
を
あ
げ
て
み
た
。
著
者
の
文
際
的
人
権
論
は
き

国

（
一
九
八
九
、
尚
学
社
）
）
。

さ
ら
に
、
一
般
的
に
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
国
際
人
権
保
障
は
第
二

次
大
戦
か
ら
始
ま
る
と
考
え
る
と
、
五
十
年
の
歴
史
の
中
で
「
人
権
」
を

捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
う
で
あ
れ
ば
国
際
人
権
保
障
の
中
で
の
「
人

権
」
は
、
ま
ず
、
第
二
次
大
戦
の
前
後
に
自
由
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
た
の

で
「
自
由
権
」
で
あ
り
、
六
十
年
代
に
四
十
余
の
独
立
国
が
誕
生
し
「
自

決
権
」
で
あ
り
、
次
い
で
「
社
会
権
」
と
な
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か

（
拙
稿
「
国
家
主
権
と
人
権
」
国
際
問
題
一
九
八
三
年
六
月
N
o
.
2
7
9

参

照
）
。
各
国
の
人
権
保
障
も
歴
史
的
に
観
察
す
る
と
き
に
そ
の
変
容
が
明

ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
国
際
人
権
保
障
も
歴
史
的
に
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

欧
州
諸
国
が
一
九
五
0
年
の
欧
州
人
権
条
約
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
自
由

権
を
重
視
し
た
の
は
、
経
済
的
に
豊
か
に
な
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
戦
争

に
よ
る
荒
廃
と
東
西
対
立
と
い
う
状
況
に
直
面
し
て
、
第
二
次
大
戦
中
に

表
現
の
自
由
や
人
身
の
自
由
な
ど
の
自
由
権
が
徹
底
的
に
蹂
躙
さ
れ
た
か

ら
こ
れ
ら
の
保
護
が
最
優
先
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
欧
州
諸
国
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
っ
た
の
は
共
産
主
義
に
対
抗
す
る
理
念
を
自
由
と
し
て
掲
げ
た
か

ら
に
他
な
ら
な
い
（
拙
稿
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
委
員
会
の
活
動
と
そ
の
性

格
ー
~
人
権
の
国
際
的
保
障
と
国
家
主
権
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
法

学
論
叢
七
十
九
巻
一
号
お
よ
び
二
号
参
照
）
。
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紹 介

わ
め
て
重
要
な
問
題
提
起
で
あ
り
、
刺
激
的
で
あ
る
だ
け
に
、
人
権
論
そ

の
も
の
の
一
層
の
深
ま
り
を
期
待
し
て
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
伝
統
的

な
学
問
的
営
為
の
な
か
に
多
く
の
良
い
も
の
を
見
い
だ
し
得
る
よ
う
に
思

え
る
か
ら
で
あ
る
。

最
後
に
、
編
集
委
員
会
か
ら
本
書
の
紹
介
を
依
頼
さ
れ
た
私
に
は
、
前

述
し
た
著
書
・
論
文
の
ほ
か
、
資
料
的
な
も
の
と
し
て
、
日
本
で
初
め
て

の
「
国
際
人
権
条
約
資
料
集
」
(
-
九
七
九
、
有
信
堂
）
、
国
連
事
務
総
長

に
よ
る
草
案
註
解
の
翻
訳
「
国
際
人
権
規
約
草
案
註
解
」
(
-
九
八
一
、
有

信
堂
）
（
こ
れ
に
は
日
本
の
論
文
•
著
作
を
網
羅
し
た
文
献
目
録
を
付
し

た
）
、
ま
た
、
論
文
集
で
は
あ
る
が
「
永
住
者
の
権
利
」
(
-
九
九
一
、
信

山
社
）
な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
、
著
者
と
私
と
の
研
究
・
方
法
論
の
相
違

か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
本
書
に
は
こ
れ
ら
の
著
書
・
論
文
に
対
す
る
言
及
は

一
切
な
い
。
そ
の
こ
と
自
体
は
著
者
の
自
由
で
あ
る
。
し
か
し
、
言
及
が

、
、
、
、
、
、
、

な
い
と
い
う
こ
と
は
、
私
自
身
が
著
者
に
よ
っ
て
「
人
権
先
進
国
米
国
へ

の
過
度
の
思
い
入
れ
と
い
っ
た
要
素
」
（
第
六
章
）
を
も
っ
た
国
際
法
学
者

と
し
て
暗
に
批
判
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
明
示
的
に
批
判
さ
れ
て

い
る
の
は
田
畑
茂
二
郎
の
み
で
あ
る
。
著
者
の
理
解
と
私
の
理
解
は
、
田

畑
茂
二
郎
「
人
権
と
国
際
法
」
(
-
九
五
二
）
等
に
つ
い
て
、
対
極
に
あ
る

よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
日
本
の
学
界
に
は
高
野
・
宮
崎
・
斉
藤
編
「
国
際

人
権
法
入
門
」
(
-
九
八
三
、
三
省
堂
）
や
宮
崎
編
「
現
代
国
際
人
権
の
課

題
」
(
-
九
八
八
、
三
省
堂
）
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
本
文
中
に
引
用

も
言
及
も
な
い
。
啓
蒙
的
論
文
集
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
か
（
簡
単
な
こ
れ
ら

の
紹
介
は
、
拙
稿
「
国
際
人
権
の
意
義
に
つ
い
て
」
山
影
進
編
「
新
国
際

秩
序
の
構
想
」
(
-
九
九
四
、
南
窓
社
）
所
収
参
照
）
。
英
語
文
献
の
み
な

ら
ず
、
日
本
語
文
献
も
、
批
判
・
批
評
か
ら
創
造
へ
と
向
か
う
足
が
か
り

と
な
る
よ
う
に
思
え
る
。
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
こ
と
を
指
摘
せ
ず
に
は

お
れ
な
い
私
が
本
書
の
適
切
な
紹
介
者
た
り
え
た
の
か
、
私
の
目
が
曇
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
筆
を
欄
く
に
あ
た
り
、
正
直
に
そ
の
こ
と
を
告

白
し
て
お
き
た
い
。
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